
2022年度(59期)環境経営レポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作成日：

株式会社籠谷

　（対象期間：２０２２年 ７月１日～２０２２年 ９月３０日）

2022年11月2日



１． 環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

２． 次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

②製造・加工工程の改善を行い、食品廃棄ロス等廃棄物の発生抑制に努めます。

③節水活動を行い、水使用量の削減に努めます。

⑤生産効率化を図り、安全な商品をタイムリーにお客様にお届けします。

３． 環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表します。

４． 全従業員への環境経営方針の理解と周知徹底を行い、環境保全の意識を高めます。

制定日：

 代表取締役社長

　小畑 成久

　当社は創業以来、日々お客様のニーズにお応えすると共に、ご満足頂ける商

品・技術提供することを考えながら事業活動を展開して参り、2021年で創業100

年を迎えるに至りました。経営理念の１つに「持続可能な社会の実現」を掲げ、

SDGｓへの取り組みを通じ、社会と共に永続していける会社として、世界におけ

る役割と地球環境の未来とも向き合って参ります。

①太陽光など再生可能エネルギーの利用・省エネルギー等により二酸化炭素排出量 の
削減に努めます。

④環境負荷の少ない洗浄剤等を積極的に採用し、洗浄剤や殺菌剤など適正管理に努
めます。

⑥事業活動全般にわたり環境汚染の防止・資源の有効利用に努め、環境保全活動を推
進します。

2022年7月1日

環 境 経 営 方 針

＜環境保全への行動指針＞
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社　籠谷

代表取締役社長　小畑　成久

（２） 所在地

本社工場：〒676-0005　兵庫県高砂市荒井町御旅2-1-17

浜風工場及び浜風第二工場：〒676-0008　兵庫県高砂市荒井町新浜2-9-21

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　横山　博哉

ＥＡ２１事務局　岸本　斉

（４） 事業内容

鶏卵加工品の製造・販売(テーブルエッグ・液卵・玉子焼・ボイルエッグ・温泉玉子・マヨ

ネーズ・ドレッシング)

電気設備工事及び管工事の設計・施工管理
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（５） 事業の規模

売上高１,０００,０００万円 (2022年6月現在)

従業員数

延べ床
面積

（６） 事業年度 ７月～６月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社 籠谷　本社工場、浜風工場及び浜風第二工場

サイト： 本社工場、浜風工場及び浜風第二工場

対象外： 電気事業部　　※３～４年後を目途に電気事業部に拡大する

活　動： 鶏卵加工品の製造・販売

合計

412名

17660㎡14,560㎡

17名

電気事業部本　社

91名

3,100㎡

浜風工場及び浜風第二工場

304名
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

内部監査員
内部監査チーム

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施・報告

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

岸本　斉

代表者
代表取締役社長

小畑　成久

環境管理責任者

環境管理事務局

横山　博哉

総務管理部 物流部

物流部長

営業部

営業部長

設備環境部

設備環境部長

生産部

本社工場

本社工場部長

浜風第2工場

浜風第2工場部長
浜風工場

浜風工場部長

品質保証部

品質保証部長

企画開発室

企画開発部長
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

％

㎥

□環境目標及びその実績

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 731,308 723,995 749,043 ✕ 716,682 709,369

基準年比 (2021年) 99.0% 102.4% 98.0% 97.0%

kg-CO2 399,842 395,844 404,246 ✕ 391,845 387,847

基準年比 (2021年) 99.0% 101.1% 98.0% 97.0%

1,131,150 1,119,838 1,153,289 ✕ 1,108,527 1,097,215

kg 80,920 80,111 76,281 〇 79,302 78,492

基準年比 (2021年) 99% 94.3% 98% 97%

ｔ 618 612 636 ✕ 606 600

基準年比 (2021年) 99% 102.8% 98% 97%

自主目標 100% 100% 100% 〇
食リ法目標 (2009年) 100% 100.0% 100% 100%

㎥ 5,339 5,286 4,874 〇 5,232 5,179

基準年比 (2021年) 99.0% 91.3% 98.0% 97.0%

電力の二酸化炭素排出
量削減

2023年

0

2022年
　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

7月～9月

二酸化炭素総排出量

採用年度

4,236,642

　再生利用量

　熱回収量

0

0

0

00

食品廃棄物

0

項目 2020年 2021年

※　化学物質の適正管理は、今後行動目標として設定します。

一般廃棄物の削減

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向上

関西電力 関西電力

産業廃棄物の削減

都市ガスの二酸化炭素
排出量削減

基準値
(2021年)

635,849

行動目標（次項による）

2,429,286

0

廃棄物排出量

　一般廃棄物量排出量

　産業廃棄物排出量

0

1,643,439

食品再資源化実施率

総排水量

　発生抑制量

444,910

　再生利用以外の量

0

　発生量

0

0

0%

0

　廃棄物処理量

　減量量

0

2019年度

評
価

2019年度

関西電力

水使用量の削減

環境に配慮した事業活
動

上記二酸化炭素排出量合計

2024年

kg-CO2

※　2022年度は、2022年7月～9月まで

2022年

CO2排出係数 (kg-CO2/kWh)

電力会社

0.318 0.318

0 0

100% 100%

31,659 4,874

0 0

1,643,439 444,910

0

0

0

0

1,213,653

282,701 76,281
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□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

数値目標 △

〇

○

○

○

〇

今冬実施

数値目標 △

△

○

数値目標 ○

○

○

順次

数値目標 △

△

△

数値目標 〇

〇

〇

数値目標 〇

〇

〇

〇

・包材の余白削減 △

△

△

・加工ロスの削減

・バーナーメンテナンス

・スチームトラップの改良（省エネタイプへ）

・包材の厚み見直し

・段ボール入数変更

・製品賞味期限延長

・帳票見直しによる印刷物の削減

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

評　価（結果と次年度の取組内容）

電力による二酸化炭素排出量の削減

取り組み計画

・生産歩留り向上

活動を開始し、入数変更・包材変更・賞味期限延
長は一部始まっている。
引き続き活動を進める。

・トイレ給水量の調整

・手洗い水量の調整

・冷蔵庫、冷凍庫設定温度見直し

・不要照明の消灯、蛍光灯間引き

夏場において省エネ活動をそれぞれ行い、取組み
予定に対してはいずれも完了したが、生産量が昨
年対比で10%以上増加していることもあり、電気
使用量としては増加してしまった。
年末にかけ、ソーラーパネル導入予定の為、下半
期は大幅な削減が見込まれる。

都市ガスによる二酸化炭素削減

上記電気使用量と同様で、主な使用工場である玉
子焼工場の生産量が、昨年対比で5%程度増加して
いる為、使用ガス量としては昨年対比で増加して
しまった。
かき混ぜ装置など加熱効率を良くする設備投資な
ども行っている為、引き続きガス使用量の削減に
努めたい。

一般廃棄物の削減

一般廃棄物は減少傾向である。
引き続き生産管理システムによるペーパーレス化
や帳票の見直しを進める。

製品の環境性能の向上及びサービスの改善

・帳票のシステム化（ペーパーレス）

産業廃棄物の削減

生産量に付随する卵殻が、生産量増加の為増えて
しまっているが工場ゴミは昨年対比で削減できて
いる。
引き続き製品化率向上（歩留り向上）し、廃棄物
の削減に努める。

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上

引き続き食品廃棄物の再資源化100%を維持しま
す。
賞味期限延長に向けた取組みや加工ロス削減は継
続的に実施している。

水使用量の削減

昨年対比で大幅な削減に成功している。
日常使用水の節水にて効果が確認された。
引き続き節水活動を継続します。

・加工ロスの削減

・原料の賞味期限切れロスの防止

・分別の徹底

・デマンド監視装置設置によるピーク電力の分散

・照明のＬＥＤ化、ソーラーパネル設置

・冷蔵庫⇔常温庫　保冷カーテンの設置
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□環境関連法規等の遵守状況及び違反訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

なお、違反、訴訟等もありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

　小畑　成久

2022年11月1日
代表取締役　　

見直しの必要性

無

無

無

無

実施体制

適用される法規制

特定事業者・指定事業所

食品リサイクル法 食品廃棄物

下水道法

浄化槽法

フロン排出抑制法

水質汚濁法

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

製造設備、洗浄設備

除害施設

浄化槽

　SDGｓの活動の中で、エコアクション２１に取り組むことを新しく定め、活動を開始しまし
た。全従業員への周知・行動変化には時間はかかりますが、粘り強く取り組んで参りたい
と思います。
　活動内容としては、エネルギー使用量の削減活動は概ね計画通り実施されており、廃
棄物削減活動も継続できている。数値目標に対しては、昨年対比で生産量が大きく増加
している為、使用量としては増加してしまった。残念ながら数値目標達成にはならなかっ
たが、活動予定項目のほとんどを実行できたことは評価できる内容となった。
　下半期に向けてはソーラーパネルの導入等大幅な効果が見込める計画もあり、数値目
標達成に期待したい。引き続き事務局を中心とし、全社的に環境に配慮した生産活動の
意識を根付かせていく。
　現在、方針や計画・体制等の見直しの必要性は無いと考える。

省エネ法

—

その他の要素 —

環境経営目標・環境経営計画 —

項目 見直し内容

環境経営方針 —

廃棄物処理法
一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃
油等）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

瀬戸内海環境保全特別措置法 排水処理施設

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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